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要 旨
◲㓟Mg、◲㓟Na、◲㓟Ca、ሷ化Naという⮬↛界にከい4✀のሷのỈ⁐ᾮに㺂ᒾ石を部分的にᾐし続けるሷ㢮㢼化実㦂

を行った㹿その結果㺂◲㓟マグネシ࢘ムは㺂௚のሷに比べて㺂⃰度が㣬࿴の1/10のሙ合でも㺂割れ目が生ࡌてቯれる傾向

がᙉいことがわかった㹿௚の3✀は㺂ᒾ石表面が๐られるようにቯれ㺂割れ目は㺂࡯と࡝ࢇ生ࡌなかった㹿なお用いたᒾ石

は㺂Ᏹ㒔ᐑ市⏘จ⅊ᒾとベトࢼム⏘◁ᒾである㹿⚾たࡕの実㦂結果から㺂ⅆ星ࢤールクレーターのሁ✚ᒾに生ࡌている

割れ目のᡂᅉには㺂◲㓟マグネシ࢘ムによるሷ㢮㢼化が関わっていると考える㹿

１．研究の背景と目的
ⅆ星のࢤールクレーターの地ᒙには、◲㓟Mgがከく、割れ目が発㐩

しているものがከく観ᐹできる(図1)。この割れ目の生ࡌたཎᅉにつ

いては、これまで≉に注目されていないようだ。この研究の目的は、

◲㓟Mgによるሷ㢮㢼化の⛬度や◚ቯの௙方の≉ᚩを、௚の代表的なሷ

と比較して調べることである。そして、この実㦂結果から、㐣ཤのⅆ

星ୖでሷ㢮㢼化が関わった可能性について考ᐹすることである。なお

◲㓟Mgによるሷ㢮㢼化の◚ቯの௙方の≉ᚩを調べた研究はᑡない。

２．方法                      4 cm×4 cm×15 cmにᩚᙧした角ᰕの大

㇂石(ᰣᮌ県Ᏹ㒔ᐑ市⏘⥳Ⰽจ⅊ᒾ)及び

5 cm×12 cm×12 cm⛬の◁ᒾ(ベトࢼム

⏘)を、㣬࿴に近い◲㓟MgỈ⁐ᾮにᾐ

し、その変化を⫗眼で⥅続観ᐹし, 写真

撮影をして,◚ቯの≉ᚩを調べた(図2)。

◲㓟MgỈ⁐ᾮは、時間とともにẟ⟶現象

によって、ᒾ石ෆの㝽間をୖ᪼し、ᒾ石

ෆ部で஝⇱する㝿に生ࡌる結ᬗ化ᅽຊに

より◚ቯしていく。つまりሷ㢮㢼化によ

る◚ቯが生ࡌる。同様な実㦂を◁ᒾでも行い(図3)、大㇂石ではさらに◲㓟Na、◲㓟Ca、ሷ化Naでも行った。また大

㇂石では◲㓟Mgの⃰度を㣬࿴の1/10にしたሙ合も行った。

３．結果 大㇂石と◁ᒾのሙ合とも、◲㓟Mgでは、割れ目が発生し、そのட⿣にἢって◚∦が生ࡌるቯれ方をした

(図4)。௚の㸱✀のሷでは、割れ目はあまり生ࡎࡌ、表面に析出した結ᬗによって表面から๐られるようにቯれた。

◲㓟Mgの⃰度を1/10にしたሙ合(図5)、◲㓟Mgと◲㓟Naのΰ合⁐ᾮを用いたሙ合でも行ったが、割れ目が同ࡌように

発生した(図6)。

４．考察 ◲㓟Mgによるจ⅊ᒾと◁ᒾを用いたሷ㢮㢼化で

は、⃰度が㣬࿴の1/10のሙ合でも、௚のሷ㢮に比べて、割れ目

が生ࡌやすことがわかった。このཎᅉについて、⚾たࡕは(北

か,2024)で考ᐹした。また、Ruiz-Agudo(2007)は、石⅊ᒾ࡯⏣

で、⚾たࡕと同様な結果をሗ࿌している。一方、シャープᒣୖ

部のカࢼイマとྡづけられた◁ᒾにもᒙ≧の割れ目が見られる

(図7)。そして、この◁ᒾ୰には、20%以ୖの◲㓟Mg(総量)がྵ

まれているという分析結果がある(Chipera,௚)。この◲㓟Mgは

Ỉ⁐ᾮが⵨発して生ࡌたሙ合、⚾たࡕの研究結果から、この◁

ᒾに生ࡌたᒙ≧の割れ目が生ࡌた一ᅉは、◲㓟Mgによるሷ㢮㢼化と考える。
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ᒾに生ࡌたᒙ≧の割れ目が生ࡌた一ᅉは、◲㓟
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発生した(図6)。
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要 旨 
ᮌ星の㉥㐨⦤は北と༡に２本ある。このうࡕ༡側の㉥㐨⦤は、⛥に消ኻすることが▱られている。前ᅇの消ኻから

᪤に15年が⤒㐣しており、௒年から᮶年にかけて༡㉥㐨⦤が消ኻする可能性がある。その可能性を᥈った。 

 

 めにࡌࡣ．１
⚾㐩は一᫖年からᮌ星の撮影をしながら、表面で㉳こる現象の研究を⥅続している。ᮌ星表面で目立つのは大㉥ᩬ

と2本の㉥㐨⦤である。そのうࡕ༡㉥㐨⦤は3年㹼15年の࿘ᮇで⦤が消ኻすることを▱り、調ᰝをጞめた。 

 

２．研究方法 
1) 観測に౑用した機ᮦ 

鏡⟄: CELESTRON C8 XLT (口ᚄ203mm,↔点㊥㞳2032mm)、㉥㐨൤:タカࣁシ EM200TemmaPC-Jr.、カメラ: Player 

One Mars-C、ᣑ大レンズ㸸タカࣁシ2ಸバローレンズ、フ࢕ルター㸸ZWO UV/IRカットフ࢕ルター 

2) 方法 

鏡⟄に2ಸバローレンズを௓してカメラを᥋続し、カメラはࣀートPCに᥋続する。動画撮影を行い、データをHDD

にಖᏑする。ࢥࢯࣃンୖでࢯフトSharpCapを㉳動し、撮影時間35秒・㟼Ṇ画枚数2000枚で動画撮影を行った。撮影

後動画データをAutoStakkert!でスタックし、処理後の画像はRegiStax6を用いてシャープな写真に௙ୖࡆた 

(࢘ェーࣈレット処理）。その後、ᮌ星の2本の㉥㐨⦤の幅ィ測には、ᝨ星解析ࢯフトWINJUPOSを用いた。また㐣

ཤのᮌ星画像データについては、月ᝨ星研究఍のWeb࣌ージにᥖ㍕されているデータを౑用させていただいた。 

 

３．観測結果 
 2024年㹼2025年に⮬分㐩で8日32枚160⟠ᡤの2本の㉥㐨⦤幅をィ測し、月ᝨ星研究఍Web࣌ージデータから25日

25枚125⟠ᡤの2本の㉥㐨⦤幅をィ測した。また前ᅇ༡㉥㐨⦤が消ኻした2009年㹼2010年では月ᝨ星研究఍Web࣌ー

ジデータから22日22枚110⟠ᡤの2本の㉥㐨⦤データをィ測した。その結果をᅗ1とᅗ2に示す。 

アストロアー(2010)ࢶによると3㹼15年の࿘ᮇで༡㉥㐨⦤が消ኻする[1]とされ、前ᅇの最近の消ኻは2010年5月

初᪪であった。ᡃࠎは月ᝨ星研究఍のデータをもとに、༡㉥㐨⦤の幅をィ測した。消ኻ前は約11,500kmだった༡㉥

㐨⦤の幅は消ኻ┤前で約9,500kmまで⦰小した。┤近の図2からは約10,500km㹼約9,500kmで変動していることが分

かる。以ୖのことから༡㉥㐨⦤の消ኻはその幅から考ᐹするともうまもなく㉳きるものと思われる。 

またᡃࠎは2本の㉥㐨⦤のⰍの変化を2009年㹼2010年と2024年㹼2025年で比較を行った。ᮌ星の画像データをス

ライメージでㄞみ㎸み、RGB分解してマカࣜでグラフ化し比較を行っている。2010年の༡㉥㐨⦤の消ኻはⰍが全ࢸ

体的にῐ化するわけではなく、⦤の୰ኸ部が先にῐ化して⦤の୧➃が消ኻ┤前に▷時間で消ኻする⤒㐣をた࡝っ

た。2025年12月下᪪現ᅾ、༡㉥㐨⦤はそのⰍに関しては୰ኸ部からのῐ化はまだ認められない。 

 

４．考察とまとめ 
2010年5月の༡㉥㐨⦤の消ኻから約15年⤒㐣し、༡㉥㐨⦤の幅が変動しつつも⦰小傾向にあることが分かった。

またそのⰍの変化については⦤୰ኸ部のῐ化がまだ発生しておらࡎ、௒後の変化を⥅続して観測したい。௬に༡㉥

㐨⦤が消ኻした㝿、その前後のᮌ星表面の௚のᶍ様の変化にも注目したい。 
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